
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２０年度 みどりの防災訓練に参加して  
岡本護さん 

私は交通誘導員を任され、県警の方に指導を頂きなが

ら作業に参加しました。本部隊長の的確な指示及び方面

隊長の指示伝達、参加された協会員の手際の良さを感じ、

大変参考になりました。 
今回は、災害下街路樹が倒木したとの設定で、まず建

物内の人命救助、緊急車両及び除去作業車両の誘導、立

入り禁止措置、倒木の除去、速やかな現場復旧、２次災

害防止処置等が課題でした。指揮官の元で一致協力して

作業する事が大事だと思いました。 
今後は有事の際、人員・道具・車両・機械・機材を携

帯し、いつでも迅速に出動出来るよう備えたいと感じま

した。 
これからも日々防災に対しての関心を深めより良い対

応が出来るように知識を広めて行きたいと思います。 
 

冬囲い講習会に参加して   稲保 片山辰巳さん 

 私の家には猫の額ほどの庭に何本かの庭木と僅かばかり

の所に野菜と花が乱雑に生えている。植える時は綺麗な庭

を想像していたのだが、今迄私も仕事をしていた為畑？に

は籾殻と米糠だけを鋤き込むだけのいい加減なものでし

た。そのうえ土も悪く雨が降ると固くなり、私自身、知識

も経験も有りません。これから先何をやるにしても体が動

くかぎり続けられるものはこれ以外には無いと思っていま

す。だから｢花と緑の教室｣は私には大いに助かります。 

 来年も又、同じ催しに参加したいと思っているのは私だ

けでしょうか。 かけはしの森育樹会  水道町 瀬戸民枝さん 

５月５日、春の育樹作業に参加しました。かけは

しの森に関わらせていただいてまだ３年目、林業に

ついては全くの素人ですが、市内在住であり、森で

の作業が楽しく今回も参加させていただきました。

毎回新鮮な発見をさせていただいています。今回は

間伐作業。大人の背丈くらいある、数年かけて大き

くなった木も、森の中での状況を考え、残念だけど

伐採しなくてはならないものもありました。ただ、

伐採した木は細かく砕かれ、チップになってまたこ

の森に戻って、残った木々の役に立つとのこと。「か

けはし」の森は、人間界のことだけでなく、樹木界

のことでもあったのですね。 
爽やかなお天気のもと、少しの疲労感とたくさん

のすがすがしい気持ちで帰途につきました。   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴木重壱 理事長 

 
復興アクション山古志復活祭 夏の章 

 

平平成成２２００年年度度  ～～協協会会活活動動ののああゆゆみみ～～  
4月 11日 復興支援でサクラ移植(川口町小高地区) 

5月 4･5日 中越みどり復興アクション 事業推進会議 

5月 10･11日 山古志復活祭 春の章・山菜園整備ほか 

5月 29日 緑化講演会 震災復興に夢を掛けて 

5月 29日 緑風３７号発行 

6月 1日 花いっぱいフェア開催 

6月 1日 川口町小高地区で花苗を植える 

7月 27日 山古志復活祭 夏の章・環境学習ほか 

11月 2日 山古志復活祭 秋の章・ぶな街道５ヶ所でスタート 

11月 3日 縄文ぶな街道ものがたり 発信記念シンポジウム 

12月 10日 緑風３８号発行 

1月 19日 長岡市の緊急雇用対策に参加 

1月 22日 より幅広い活動を目指し"長岡市緑地協会〟と改称 

2月 17日 長岡市と災害協定を締結 

2月 19日 みどりの総合防災訓練を実施  

 

組
織
改
革 

新
た
な
ス
タ
ー
ト 

環環環
境境境
共共共
生生生
都都都
市市市
長長長
岡岡岡
ををを
世世世
界界界
ににに
発発発
信信信   

社
団
法
人 

長
岡
市
緑
地
協
会 

 

理
事
長 

鈴
木
重
壱 

 

名
実
と
も
に
公
益
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を
目
指
し
て
定
款
の
見

直
し
と
、
法
人
名
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊

が
劇
的
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
私
た
ち
の
住
む
長
岡
に
目
を
向
け
て
み

て
も
、
も
は
や
疑
い
の
余
地
の
な
い
現
実
と
し
て
、
気
温
の
上
昇
、

山
の
荒
廃
、
動
植
物
の
生
態
系
の
異
変
な
ど
多
く
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
る
に
つ
れ
、
豊
か
な
み
ど
り
や
生
物
の
多
様
性
が
い
か
に
大
切

な
こ
と
か
が
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わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
と
い
う
生
命
体
維
持
の
た
め

に
一
刻
の
猶
予
も
な
り
ま
せ
ん
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協
会
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
公
園
や
街
路
、
緑
地
整
備
な
ど
住

環
境
廻
り
を
主
と
し
た
緑
化
啓
発
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
大
切
な
ふ
る
さ
と
の
環
境
全
般
に
、
も
っ
と
広
く
、
深
く
、

心
を
配
り
、
是
正
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
組
織
は
緑
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
唯
一

の
公
益
法
人
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
場
を
育
む

大
き
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
理

念
を
具
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
研
鑚
は
も
と
よ
り
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
積
極
的
な
参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

そ
ん
な
事
か
ら
大
幅
な
変
更
に
踏
み
切
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。 

か
く
し
て
、
受
け
皿
は
整
い
ま
し
た
。
か
く
な
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上
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市
民
の
方
々

か
ら
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
環
境
の
、
よ
り
よ
い
改
善
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
増
進
の
た
め
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
必
ず
や
遠
く
な
い
将
来
に
、
大
き
な

地
域
財
産
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
し
か
も
、
環
境
悪
化
に
歯
止

め
を
か
け
、
地
域
の
自
然
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
進
め
ば
、
我
が
国
全
体
の
環
境
改
善
に
な
り
、
環
境
先
進
国
日
本

と
し
て
世
界
の
環
境
改
善
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
の
で
す
。 

さ
あ
！
皆
さ
ん
。
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生
都
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岡
の
ス
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ト
で
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新
潟
県
は
、
04
年
の
中
越
大
震
災
か
ら
の

復
興
を「
活
力
に
満
ち
た
新
た
な
持
続
性
の
獲

得
」
と
定
義
し
た
が
、
震
災
か
ら
５
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
る
今
年
、中
越
の
被
災
地
に
は
新

た
な
持
続
性
の
獲
得
と
は
何
か
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ト
キ
と
共
生
で

き
る
自
然
環
境
の
再
生
は
、こ
れ
に
対
す
る
解

答
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

昨
年
９
月
佐
渡
で
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
、一

気
に
海
を
越
え
、予
想
も
し
な
か
っ
た
行
動
を

と
っ
て
い
る
。
放
鳥
ト
キ
は
、
佐
渡
の
一
角
に

ひ
っ
そ
り
と
住
み
、臆
病
で
人
間
に
対
し
て
も

非
常
に
警
戒
心
が
強
い
と
い
う
従
来
の
イ
メ

ー
ジ
を
完
全
に
覆
し
た
。中
越
の
被
災
地
と
り

わ
け
中
山
間
地
は
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。 

と
も
に
大
空
へ
の
飛
翔
を
競
お
う
。 

 

 


